
                        

○
…
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
は
北
海
道
民
と

し
て
農
業
に
目
が
向
き
が
ち
だ
が
、
医

療
の
分
野
で
も
そ
の
影
響
に
注
意
が
必

要
だ
。
集
英
社
新
書
「
沈
み
ゆ
く
大
国

ア
メ
リ
カ
」
、
続
編
「
沈
み
ゆ
く
大
国
ア

メ
リ
カ<

逃
げ
切
れ
！
日
本
の
医
療>

」

堤
未
果
著
ー
を
読
ん
だ
。 

○
…
オ
バ
マ
ケ
ア
と
呼
ば
れ
る
ア
メ

リ
カ
の
医
療
制
度
改
革
は
、
全
国
民
の

保
険
加
入
義
務
化
で
無
保
険
者
も
保
険

に
加
入
し
医
療
を
受
け
ら
れ
る
ー
く
ら

い
の
認
識
し
か
私
に
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
謳
い
文
句
と
現
実
は
大
き
く
乖
離

し
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
が
崩
壊
に
向
か

っ
て
い
る
様
子
を
読
む
と
、
こ
の
ア
メ

リ
カ
型
市
場
主
義
導
入
が
日
本
に
も
侵

食
す
る
危
険
性
を
強
く
感
じ
る
。 

  

○
…
表
向
き
だ
け
見
る
と
〝
い
い
こ

と
〟
づ
く
め
に
見
え
る
オ
バ
マ
ケ
ア
だ

が
、
現
実
は
一
部
の
投
資
家
と
経
営
者

層
が
利
益
を
独
占
す
る
市
場
主
義
に
席

巻
さ
れ
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
国
民
が
医

療
破
産
に
追
い
込
ま
れ
、
医
師
や
看
護

師
、
介
護
師
ら
医
療
関
係
者
が
疲
弊
す

る
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
陰

に
は
、
ロ
ビ
ー
活
動
や
広
告
宣
伝
で
政

治
家
と
国
民
を
懐
柔
し
、
〝
回
転
ド
ア

〟
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
政
策
が
決

定
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
政
治
が
あ
る
。 

  

○
…
問
題
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
型
市
場

主
義
が
日
本
の
医
療
・
介
護
ビ
ジ
ネ
ス

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
狙
っ
て
い
る
こ

と
だ
。
市
場
主
義
経
済
は
今
や
多
国
籍

企
業
群
や
投
資
家
に
よ
っ
て
、
世
界
規

模
の
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
を
繰
り
広
げ
て
お

り
、
医
療
も
介
護
も
最
終
的
に
は
「
人

間
を
救
う
こ
と
」
よ
り
「
利
益
を
生
み

出
す
こ
と
」
を
目
指
す
。 

  

○
…
著
者
で
あ
る
堤
氏
は
、
世
界
が

絶
賛
す
る
日
本
の
「
国
民
皆
保
険
」
制

度
が
、
日
本
国
民
が
そ
の
良
さ
を
自
覚

し
な
い
ま
ま
無
関
心
で
い
る
う
ち
に
世

界
規
模
の
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
取
り
込
ま

れ
、
崩
壊
す
る
こ
と
を
強
く
危
惧
し
て

い
る
。
既
に
政
治
の
流
れ
は
、
米
国
の

要
求
に
応
え
る
形
で
様
々
な
法
律
が
猛

ス
ピ
ー
ド
で
成
立
し
て
お
り
、
放
っ
て

お
け
ば
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
餌
食
に
な
る

と
警
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
て
い
る
。 

○
…
世
界
が
絶
賛
す
る
日
本
の
「
国

民
皆
保
険
」
制
度
。
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
平
等
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
ー
と
い

う
私
達
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
に
思
え

る
制
度
だ
が
、
一
番
の
特
長
は
、
憲
法

二
五
条
の
「
生
存
権
」
に
基
づ
く
社
会

保
障
制
度
で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
社
会

保
障
制
度
で
あ
る
と
い
う
理
念
に
裏
打

ち
さ
れ
て
、
自
己
負
担
す
る
医
療
費
に

上
限
を
定
め
る
「
高
額
医
療
費
制
度
」
、

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
制
度
」が
あ
る
。「
命
」

と
「
介
護
」
は
自
己
責
任
と
さ
れ
る
ア

メ
リ
カ
国
民
か
ら
は
羨
望
の
ま
な
ざ
し

で
見
ら
れ
る
。 

  

○
…
老
人
医
療
費
が
一
〇
〇
パ
ー
セ

ン
ト
無
料
化
さ
れ
日
本
で
「
福
祉
国
家
」

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
一
九
七
三
年
、

ア
メ
リ
カ
で
は
外
交
問
題
評
議
会
が

「
ア
メ
リ
カ
第
二
の
革
命
」
を
出
版
、

「
政
府
機
能
の
大
幅
な
縮
小
」
と
規
制

緩
和
で
公
共
を
売
り
渡
す
「
民
営
化
」

が
方
向
づ
け
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
先
進

国
の
思
想
が
変
わ
り
、
世
界
経
済
は
多

No.4                         ２０１５．８．２５／発行人：大庭 康二 

◆ニュースレターおおば◆  平成２７年７月号 

 

  
テテーーママ『『TTPPPP とと医医療療』』 

 

 



国
籍
企
業
群
が
急
成
長
。
日
本
も
中
曽

根
総
理
時
代
に
仲
良
し
の
レ
ー
ガ
ン
方

式
に
な
ら
っ
て
「
小
さ
な
政
府
」
路
線

へ
舵
を
切
り
、
国
鉄
や
電
電
公
社
な
ど

の
民
営
化
、
金
融
自
由
化
を
行
い
、
社

会
保
障
へ
の
補
助
金
を
減
ら
し
始
め
た
。

一
九
八
五
年
に
は
日
米
間
で
「
Ｍ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
協
議
」
が
始
ま
り
、
日
本
は
医
薬
品

と
医
療
機
器
な
ど
四
分
野
に
関
す
る
製

造
ま
た
は
輸
入
の
承
認
・
許
可
・
価
格

設
定
を
事
前
に
ア
メ
リ
カ
に
相
談
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
以
降
、
日

本
政
府
の
政
策
は
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に

基
づ
く
も
の
が
増
大
。「
混
合
診
療
」
の

一
部
導
入
な
ど
医
療
に
も
侵
食
し
、「
国

民
健
康
保
険
制
度
」
は
、
制
度
が
残
っ

て
も
使
え
る
範
囲
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

  

○
…
ウ
ォ
ー
ル
街
と
経
済
界
に
支
配

さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
圧
力
で
、

日
本
の
法
律
は
混
合
診
療
解
禁
や
株
式

会
社
病
院
、
保
険
組
織
の
民
営
化
、
診

療
報
酬
改
革
、
公
的
保
険
周
辺
の
営
利

民
間
保
険
導
入
な
ど
、
規
制
緩
和
が
ど

ん
ど
ん
進
み
、
国
家
戦
略
特
区
を
足
掛

か
り
に
更
に
国
内
外
の
投
資
家
を
呼
び

込
も
う
と
し
て
い
る
。
規
制
緩
和
の
名

の
も
と
の
法
改
正
が
国
民
健
康
保
険
の

公
費
負
担
縮
小
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が

医
療
や
薬
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
民
間

保
険
を
買
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
つ

な
が
る
。 

  

○
…
世
界
一
の
高
齢
社
会
で
あ
る
日

本
は
医
療
費
で
破
綻
す
る
、
社
会
保
障

を
守
る
た
め
に
は
消
費
税
を
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
患
者
の
自
己
負
担
率

を
上
げ
な
け
れ
ば
国
民
皆
保
険
制
度
は

も
た
な
く
な
る
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
本
当
な
の
か
。
政
府

の
デ
ー
タ
に
ト
リ
ッ
ク
は
な
い
か
、
マ

ス
コ
ミ
の
大
衆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
惑

わ
さ
れ
て
い
な
い
か
。
日
本
が
マ
ネ
ー

ゲ
ー
ム
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、
私
達
は
も
っ
と
自
覚
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

 
 


